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れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
給
食
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
は
子
ど
も
た
ち

が
作
る
メ
ニ
ュ
ー
で

し
た
が
、
密
に
な
る

こ
と
や
食
材
の
共
有

化
を
避
け
る
た
め
、

配
布
型
の
給
食
に
切

り
替
え
た
り
、
公
民

館
内
や
隣
接
の
公
園

を
使
っ
た
り
、
遠
足

の
よ
う
な
昼
食
タ
イ

ム
に
し
た
り
と
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
開
校
日
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
地

域
の
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に

も
声
掛
け
を
し
て
参
加
し
て

も
ら
う
予
定
で
し
た
が
、
感

染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
今
は

控
え
て
い
ま
す
。

　
毎
回
開
校
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
次
へ
の
源
（
み
な

も
と
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
以

前
の
状
況
に
戻
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

『
二
丁
目
小
学
校
』の

こ
れ
か
ら
は
？

　『
二
丁
目
小
学
校
』
を
通

じ
た
世
代
間
交
流
が
、
子
ど

も
と
大
人
の
ど
ち
ら
に
も
刺

激
と
な
り
、
横
の
つ
な
が
り

が
ひ
ろ
が
り
、
地
域
の
中
で

支
え
合
う
関
係
性
が
で
き
て

く
る
と
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
と
と
も
に
、
地
域
の

高
齢
者
の
居
場
所
に
も
つ
な

ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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子ども居場所づくり事業
二 丁 目 小 学 校

活
動
の
き
っ
か
け
・

目
的
は
？

　「
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で

守
り
育
て
て
い
き
た
い
！！
」

　
地
域
の
公
民
館
を
活
用

し
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

み
な
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
、
つ

な
が
る
居
場
所
づ
く
り
を
…

と
い
う
目
的
で
『
二
丁
目
小

学
校
』
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
活
動
の
き
っ
か
け
は
、
２

０
１
８
年
に
開
催
さ
れ
た

「
む
な
か
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
主
催
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
『
企
画
の

つ
く
り
方
』」。
学
校
休
業
日

に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
所
が
あ
れ
ば

い
い
な
と
の
想
い
を「
企
画
」

と
い
う
形
で
文
字
に
し
、
声

に
す
る
こ
と
に
よ
り
賛
同
者

が
集
い
、『
二
丁
目
小
学
校
』

と
い
う
素
敵
な
団
体
名
を
つ

け
、
３
カ
月
後
に
は
第
１
回

目
の
開
校
（
事
業
開
催
）
が

実
現
で
き
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
？

■
活
動
場
所
／
公
園
通
り
二

丁
目
公
民
館
と
そ
の
周
辺

■
活
動
日
／
小
学
校
休
業
日

な
ど
、
年
間
５
回
程
度

■
活
動
内
容
／
「
疑
似
小
学

校
」
の
設
定
で
時
間
割
を

組
み
、
学
習
・
給
食
・
体

験
・
遊
び
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

■
ス
タ
ッ
フ
／
企
画
・
運
営

に
つ
い
て
は
５
人
で
担
当

し
、
開
校
ご
と
に
地
域
の

大
人
が
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。

活
動
の
効
果
は
？

　
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
の
公
民
館
が
「
第
二
の
小

学
校
」
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
と
し
て
認
知
さ
れ
、
友

人
が
増
え
、
顔
見
知
り
の
大

人
も
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
活
動
に
参
加
す
る

大
人
た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
や
、
ス

タ
ッ
フ
同
士
で
協
力
す
る
こ

と
で
、
大
人
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

活
動
は
？

　
２
０
２
０
年
２
月
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
い
、
当
初
の
計
画

の
半
分
ほ
ど
の
開
校
と
な
り

ま
し
た
。
公
民
館
が

使
え
な
い
時
期
は
、

ス
タ
ッ
フ
同
士
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て
開
校
の

可
否
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
落

ち
着
い
た
時
期
で

は
、
時
間
割
も
工
夫

し
、
体
験
学
習
の
時

間
に
は
、
密
に
な
ら

な
い
よ
う
に
距
離
を

保
ち
な
が
ら
ヨ
ガ
を

し
た
り
、
授
業
形
式

の
理
科
読
を
取
り
入

17メートルのそうめん流し
（コロナ禍前）

池野地区の公園通り二丁目公民館を拠点とした市民団体『二丁目小学校』。
今回は、この『二丁目小学校』の活動について、副代表の馬場さんに話を伺いました。

大人も一緒にトランプ

バーベキュー給食

コロナ
禍前

コロナ
禍

福
祉
バ
ス
貸
出
事
業
廃
止
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
ま
で
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
研
修
や
外
出
行
事

の
際
に
、
福
祉
バ
ス
を
貸
し
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ

ス
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
加
や
貸
出
に
関
連
す
る
法

令
順
守
を
徹
底
す
る
た
め
、
令
和
４
年
３
月
末
を
も
っ
て
バ
ス
貸
出
事

業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育
の
推
進
と

啓
発
の
一
環
と
し
て
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
１
日
（
火
）・
３
日
（
木
）
の
２
日
間
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
原
摩
利
香
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
福
祉
分
野
や
対
人
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
必
要
な
「
互
い
の
理
解
を
深
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
（
受
講
者

17
人
）。

　
初
日
は
、
心
を
ほ
ぐ
す
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
か
ら

は
じ
ま
り
、
性
格
の
タ
イ
プ
別
に
分
か
れ
、
新
し

い
視
点
で
自
分
の
特
性
を
生
か
す
こ
と
や
、
人
と

人
が
双
方
向
で
考
え
を
伝
え
る
こ
と
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
学
習
。

　
２
日
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
を
学
習
。

そ
の
後
、
自
分
を
知
る
こ
と
で
相
手
に
関
心
を
持

ち
、
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
で
、
他
者
と
深
く
つ

な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
び
ま

し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
送
り
手
と
受
け
手
の
相
互
努
力
も
大
事

だ
と
い
う
点
が
心
に
残
っ
た
」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
自
分
自
身
が
認
め
ら
れ
た
感
じ
が
と
て
も
新

鮮
だ
っ
た
。
自
分
も
相
手
も
大
事
に
し
な
が
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
多

く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、開
催
！

良いところ探して伝え合いました。「共通点探し」のワークで盛り上がりました。
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　長引くコロナ禍の影響で、集う機会が限られる日々が続
いています。そのような中、オレンジカフェやRUN伴（ら
んとも）＊など、認知症にちなんだイベントの多くが計画
通りに進まず、やむを得ず中止に至ったものもありました。
一方、地域ボランティア団体や小中高校及び大学などで「認
知症サポーター養成講座」、認知症サポーター向けの「ステッ
プアップ研修会」、認知症のある本人と家族のみなさんによ
る「本人ミーティング」、認知症のある人とその家族・オレ
ンジカフェ実施団体・認知症地域支援推進員等が出席し、
互いの思いや考えを出し合う「オレンジカフェ情報交換会」
を開くことができました。
　「認知症になっても、住み慣れた土地で、普段通りに暮ら
していきたい。」これが、認知症のある人やその家族の思い
です。コロナ禍になり、人とのつながることが阻まれ、誰
しも孤立するリスクが高まっています。同じ地域で生活す
る仲間同士「どこまで気にかけ合う関係性を築くことができるか」が『住みよいまち 宗像』の実現
を左右するのではないかと今まで以上に感じています。
　新型コロナウイルス感染症対策方法も日進月歩で進んでいます。本人や家族、ボランティア団体、

認知症サポーターのみなさんといっしょに情報交換し合
い、試行錯誤しながら集いの場を実行しようと挑戦し続
けています。今年度も各イベントの開催を計画していま
す。開催が決まり次第、随時市社協ホームページやフェ
イスブックなどでお知らせします。
※RUN伴（らんとも）とは…認知症になっても安心して暮らしていける 
　街をめざして、認知症の人と共にタスキをつないでいくリレーイベン 
　トです。

　地域で活動しているボランティア団体や福
祉会、事業所と協力しながらオレンジカフェ
を開催しています。感染症対策を踏まえたオ
レンジカフェの実施方法、運営に興味関心が
あるという相談も随時受け付け中です。オレ
ンジカフェを実施するために必要な茶菓子代
など経費の一部に対して利用できる助成制度
を設けています。
　実施要項や申請書類は市社協ホームページ
からダウンロードできます。詳細は、市社協
にお知らせください。

開催中！本人と家族のおしゃべりひろば～それでいい！～

社
会
福
祉
法
人

宗
像
市
久
原
１
８
０
番
地 

メ
イ
ト
ム
宗
像
内

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://syakyo.m

unakata.com
/

　
メ
ー
ル
　info@

syakyo.m
unakata.com

本
会
は
、
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
を
音
に
し
て
届
け
る
「
声
の
広
報
」
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

大
島
支
所

☎
（
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）
１
３
０
０

☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
月
の
１
日
号
で
す
（
年
間
６
回
）

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

･

（
故
）屋
形
妙
香	

（
大
島
）

･

（
故
）河
野
卓
造	

（
大
島
）

･

（
故
）松
永
貴
志	

（
朝
町
）

･

（
故
）佐
藤
ま
さ
よ

（
自
由
ヶ
丘
南
） ･

（
故
）早
川
静
子	

（
池
田
）

･

（
故
）縄
田
英
子	

（
鐘
崎
）

･

（
故
）入
江
富
子	

（
上
八
）

･

（
故
）内
田
信	

（
東
郷
）

･

（
故
）松
尾
幸	

（
平
井
）

･

（
故
）岩
瀬
清
美	

（
鐘
崎
）

･

原
一
光	

（
吉
留
）

･

（
故
）東
房
テ
ル
ヨ	

（
朝
町
）

･

（
故
）入
江

子	

（
鐘
崎
）

【
一
般
寄
付
】

･

赤
間
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

（
令
和
４
年
２
月
28
日
受
付
分
ま
で
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随
時
寄

付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
振
込
や

現
金
書
留
等
で
も
受
け
付
け
が
出
来

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～認知症支援に　　
　関するお知らせ～

市社会福祉協議会　☎（37）1300
問い合わせ

オレンジの

まど
令和３年度をふり返って

オレンジカフェを開こう
という人や団体も、
まずはお知らせください

認知症サポーターステップアップ研修会

認知症サポーター養成講座

オレンジカフェ情報交換会

今年度の
日程

4/15・5/20・6/17・7/15・8/19・
9/16・10/21・11/18・12/16
令和５年　1/20・2/17・3/17

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
通
信

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
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e
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sya
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u
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a
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ta
.c

o
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１
０
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　（
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）４
１
０
１
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ホームページ

令
和
４
年
度 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

更
新
・
加
入
受
付
中 

　
日
本
国
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
起
こ
り
う
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
故
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
」
の
手
続
き
を
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
プ
ラ
ン
３
５
０
円
」、「
天
災･

地
震
補
償
プ
ラ
ン
５
０

０
円
」
の
２
つ
に
加
え
、「
特
定
感
染
症
重
点
プ
ラ
ン
５
５
０
円
」

を
新
設
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
補
償
を
拡
充

し
ま
す
。

　
手
続
き
の
詳
細
等
は
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
・

　
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

　令和４年度の手話講習会を開催します。日常生活でよく使う手話が楽しく学
べる講座です。指導者には聴覚に障がいのある人もいます。手話がはじめてで
も大丈夫。手話を学んであなたの気持ちを伝えてみませんか？

●金曜コース　時間：13:30～15：30　会場：玄海コミセン
　　　　　　　４月８日スタート　指導グループ：玄海手話サークル　ゆび
●土曜コース　時間：13:00～15:00　会場：メイトム宗像
　　　　　　　４月９日スタート　指導グループ：手話サークル シュワッチ
●火曜コース　時間：19:00～21:00　会場：メイトム宗像
　　　　　　　４月12日スタート　指導グループ：手話サークル シュワッチ
■開催期間　令和４年４月から翌年３月までの１年間
■受 講 料　１年間で500円。テキスト代として別途200円程度が必要。
■申込・問い合わせ先　同センター

＊まずは見学だけでも大丈夫です。「希望コース」「氏名」「住所」「年
代」「連絡先」をお知らせ下さい。

＊新型コロナウイルス感染症の感染状況により、中止または時間変
更となる場合があります。

令和４年度
手話講習会
受講者募集

　市では、認知症の人の視点を重視した地域づくりを具体的に進めるために、本人ミーティ
ング「おしゃべりひろば～それでいい！～」を毎月１回開催しています。本人と家族のみ
なさんがざっくばらんに集まって、思い思いの話をしています。「身体を動かしたい」「お
出かけしたい」という希望も実行しています。
ぜひ、息抜きにお越しください。

●日時：毎月第３金曜日　13:30～15:30
●場所：メイトム宗像内会議室など
●対象：軽度認知障がいまたは認知症のある
　　　　本人、その家族
●料金：無料
●申し込み・問い合わせ先：
　市社会福祉協議会　☎（37）1300
※新型コロナウイルス感染症拡大状況によって、
　中止または会場を変更することがあります。

本人ミーティング「それでいい！」。
グローバルアリーナにて。


